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【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３

−

６
６
１
０

平
成
30
年
度
最
後
の
教
室
、
閉
講
式

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の

子
を
連
れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

「
心
豊
か
な
子
育
て
教
室
」
閉
講
式

日
時　
３
月
16
日
㈯　

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容「

春
を
よ
ぼ
う
。
リ
ズ
ム
に
の
っ
て

ダ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
！
」

む
い
か
ま
ち
こ
ど
も
園
の
年
長
児
が

ダ
ン
ス
披
露
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
出

し
物
な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
）

対
象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど

料
金　
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

※
動
き
や
す
い
服

装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

　

古
新
聞
の
整
理
中
に
「〝

渊
〟
に

新
道
路
開
削
」
と
い
う
見
出
し
に
目
が

留
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
年
）

５
月
１
日
付
「
魚
沼
新
報
」
の
記
事
で

し
た
。
記
事
の
内
容
は
、
魚
野
川
の
銭

淵
を
形
作
っ
て
い
る
坂
戸
山
尾
根
の
山

裾
部
分
を
開
削
し
て
、
坂
戸
と
美
佐
島

を
つ
な
ぐ
農
業
用
道
路
を
作
る
と
い
う

も
の
で
し
た
（
写
真
１
）。

　

こ
の
道
路
が
完
成
す
れ
ば
坂
戸
～
美

佐
島
～
二
日
町
と
通
行
で
き
六
日
町
と

五
十
沢
・
城
内
方
面
の
川
東
の
地
域
を

つ
な
ぐ
道
路
と
な
り
、
農
業
・
生
活
面

ば
か
り
で
な
く
観
光
道
路
と
し
て
も
期

待
さ
れ
る
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
区
間
が
、
当
時
期
待
さ
れ
た
よ

う
な
道
路
と
し
て
開
通
し
た
の
は
、
平

成
10
年
（
１
９
９
８
年
）
９
月
に
美
佐

島
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
現
在
の
国
道

２
９
１
号
線
が
開
通
し
て
か
ら
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

美
佐
島
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
の
壁
面
に

は
、
郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
�
で
も
紹
介

し
ま
し
た
「
大
月
ト
ン
ネ
ル
」
の
よ
う

に
地
域
の
自
然
や
文
化
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
レ
リ
ー
フ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
坂
戸
側
の
入
口
の
レ
リ
ー
フ
は
、

御お
み
じ
ょ
う
だ
い
こ

実
城
太
鼓
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま

す
（
写
真
２
）。

　

御
実
城
太
鼓
と
は
、
戦
国
時
代
に
越

後
最
強
と
も
い
わ
れ
た
と
い
う
坂
戸
城

上
田
衆
の
打
ち
鳴
ら
し
た
陣
太
鼓
を
今

に
伝
え
た
も
の
で
す
。「
御
実
城
」と
は
、

上
杉
家
の
呼
び
な
ら
わ
し
で
「
本
城
」

の
こ
と
を
い
い
、
上
杉
謙
信
を
御
実
城

様
と
尊
称
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
の
御
実
城
太
鼓
は
、
昭
和
47
年

に
六
日
町
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
の

有
志
に
よ
り
、
そ
の
再
現
と
伝
承
、
後

継
者
育
成
、
地
元
に
ふ
さ
わ
し
い
郷
土

芸
能
を
と
、
御
実
城
太
鼓
保
存
会
が
創

立
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
い

ま
も
勇
壮
な
演
奏
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
で
披
露
さ
れ
、
地
域
伝
統
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

美
佐
島
側
の
入
口
に
は
、
菖
蒲
と
魚

野
川
の
清
流
を
泳
ぐ
鮎
の
レ
リ
ー
フ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
３
）。

《
参
考
資
料
》

「
魚
沼
新
報
」、美
佐
島
ト
ン
ネ
ル
銘
板
、

「
御
実
城
太
鼓
保
存
会
創
立
20
周
年
記

念
大
会
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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係
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心
豊
か
な
子
育
て
教
室

写真３　美佐島トンネル
美佐島側入口レリーフ

写真２　美佐島トンネル
坂戸側入口レリーフ

写真１　道路開削の様子

まなびのひろば


